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―
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
選
挙

事
務
ア
ル
バ
イ
ト
を
？

　

選
挙
に
は
以
前
か
ら
興
味
を
持

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
２

年
７
月
に
行
わ
れ
た
市
長
・
市
議

補
欠
選
挙
で
は
、
投
票
所
の
派
遣

業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

当
日
の
投
票
所
以
外
で
も
い
ろ
ん

な
選
挙
事
務
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

違
う
業
務
も
体
験
し
て
み
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
今
回
選
挙
事
務
ア

ル
バ
イ
ト
に
応
募
し
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
担
当
し
ま

し
た
か
？

　

前
日
ま
で
の
仕
事
は
、
各
投
票

所
に
配
付
す
る
必
要
物
品
の
準
備

な
ど
で
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
各

投
票
所
か
ら
の
投
票
者
数
の
報
告

を
受
け
た
り
、
連
絡
事
項
の
受
付

を
行
い
ま
し
た
。

―
実
際
に
や
っ
て
み
て
感
想
は
？

　

ど
の
業
務
も
す
ご
く
緊
張
し
た

と
い
う
の
が
率
直
な
気
持
ち
で
す
。

た
と
え
ば
、
物
品
の
準
備
業
務
で

は
、
必
要
な
物
品
が
何
か
１
つ
で

も
欠
け
て
い
れ
ば
、
投
票
所
の
運

営
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

投
票
に
来
ら
れ
た
有
権
者
の
方
に

対
し
て
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
現
場

で
は
物
品
を
用
意
し
て
所
定
の
カ

バ
ン
に
入
れ
る
担
当
と
、
中
身
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
担
当
を
決
め
、
役

割
を
分
担
し
た
う
え
で
ダ
ブ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
業

務
一
つ
一
つ
に
対
す
る
慎
重
な
姿

勢
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

―
投
票
は
し
ま
し
た
か
？
ま
た
、立

候
補
者
の
情
報
は
ど
の
よ
う
に
知

り
ま
し
た
か
？

　

投
票
は
、
当
日
の
午
前
中
に
済

ま
せ
ま
し
た
。
選
挙
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
は
、
府
内
に
は
19
も

の
小
選
挙
区
が
あ
る
た
め
、
新
聞

な
ど
の
情
報
よ
り
も
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
選
挙
区
の
立
候
補
者
だ

け
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
選

挙
公
報
の
方
が
見
や
す
い
と
思
い

ま
し
た
。小
選
挙
区
選
挙
で
は
、ま

ず
選
挙
公
報
を
読
み
、
興
味
の
あ

る
内
容
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
情
報

を
集
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
比
例
代
表
選
挙
と
最
高

裁
裁
判
官
国
民
審
査
に
つ
い
て
は
、

選
挙
関
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
、
各
政
党
の
主
張
や
施
策
、
各

裁
判
官
の
関
与
し
た
裁
判
に
お
け

る
見
解
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
参
考
に
し

ま
し
た
。

―
友
人
や
知
り
合
い
は
投
票
し
て

い
ま
す
か
？

　

は
い
。
自
分
の
周
り
で
は
、
投

票
に
行
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
が
あ
る
時

は
友
人
と
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
グ
ル
ー
プ

で
「
選
挙
だ
け
ど
も
う
投
票
に
行

っ
た
？
」
と
い
っ
た
や
り
と
り
も

し
て
い
ま
す
。

―
選
挙
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

　

私
た
ち
の
よ
う
な
国
民
が
、
唯

一
政
治
と
い
う
も
の
に
参
加
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
が
「
選
挙
」
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
権
を

得
て
初
め
て
の
投
票
に
は
行
く
も

の
の
、
そ
れ
で
満
足
し
て
な
の
か
、

次
か
ら
は
行
か
な
く
な
る
人
も
い

る
と
聞
き
、
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
選
挙
権
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
一
票
を
投
じ
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
大
塩
さ
ん
は
今
後
も
投
票
に
行

き
ま
す
か
？

　

は
い
。
選
挙
を
す
る
た
め
の
大

変
さ
も
体
験
し
ま
し
た
の
で
、
も

ち
ろ
ん
行
く
つ
も
り
で
す
。

　選挙を実施するには、当日の投票・開票事務のほか、
前日までにも様々な事務を行う必要があり、アルバイト
など多くのみなさんの協力を得ています。今回は、昨年
10月に行われた衆議院議員総選挙で選挙事務アルバイ
トを経験した大塩さんに、その感想を聞きました。

選挙事務アルバイト 大塩さん

選挙は若者が
政治に参加できる
唯一のチャンス

投票立会人を募集

　市では、多くの若者に選挙への関わりを持ってもらえ
るよう、投票立会人を募集しています。投票所には、投
票管理者１人と投票立会人２人が配置されます。投票立
会人は、有権者の代表として投票事務全般に立ち会う重
要な役割を果たします。
①投票所の開閉の立ち合い
②最初に投票箱が空であることを確認する立ち合い
③投票箱の閉鎖の立ち合い
④投票録への署名
⑤投票終了後の開票所への投票箱の送致
資格　市の選挙人名簿に登録されている18歳～29歳の人
※指定された投票所と日時に必ず参会し、知り得た秘密
を一切他に漏らさないこと▷高校生も応募可。
申込　申込書（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を記入し下記へ
問選挙管理委員会事務局

●選挙啓発４コマ漫画について
大阪芸術大学短期大学部の林 日出夫准教授の指
導のもと、アミューズメントメディア専門学校の
奈須瑠花さんの原作をもとに、大阪芸術大学短期
大学部の近藤詩音さんが描いてくれました。
●近藤詩音さんのコメント
この４コマ漫画をきっかけに、選挙に関心を持っ
ていただければ、とても嬉しいです。

　投票立会人を務めた若者が「入場整理券は受験票と同じで
忘れたら投票できないものと思ってる若者は多いと思う」と
話していました。選挙に行ったことがある人にも意外と知ら
れていない入場整理券について4コマ漫画などで紹介します。

Q.入場整理券ってなんのため？選 A.投票所入場整理券（以下「入場整理券」）は、選挙
の公示日（告示日）ごろに世帯主名で家族分とあわ
せ世帯単位で送付します。選挙が行われることを有
権者に知らせ、投票所での本人照合をスムーズに
行うためのものです。入場整理券を持っていなく
ても、本人確認を行い選挙権があることが確認で
きれば投票できます。
※期日前投票の際は、宣誓書欄に必要事項を記入
する必要があります。

Q.選挙人名簿ってなに？挙 A.選挙人名簿とは、選挙権を持っている人を登録
しておく名簿のことです。投票しようとする人が本
当に選挙権を持っているのかどうかを、その場で１
人ひとり確認することは事実上不可能です。しかし、
あらかじめ選挙権の有無を調べて登録したこの名簿
があれば、投票をスムーズに行うことができます。
また、二重投票や不正投票の防止にもなります。

選挙のこともっと知ってみよう特集

未来を担う若い世代に
聞いてみました

INTERVIEW

大
丈
夫
、

投
票

で
き
る
よ

入
場
整
理
券
は

投
票
所
の

整
理
で

使
わ
れ
て
い
る

も
の
な
の

選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば

受
付
の
人
に

言
っ
た
ら

投
票
で
き
る
よ

受
付
の
人
に

言
っ
て

投
票
し
て
み
る
よ

入
場
整
理
券

受
付
で
は
、

名
前
と
住
所
で

本
人
確
認
を

し
ま
す
の
で

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

や
ば
い
、

ど
う
し
よ
う

入
場
整
理
券
を

忘
れ
た

な
る
べ
く

お
忘
れ
な
く

入場整理券が無くても投票できる？

実
は知

らない選挙のこと

Let's
try!
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新型コロナウイルス関連情報 新型コロナウイルス関連情報

新型コロナワクチン
追加接種（3回目接種）のお知らせ
新型コロナワクチンの３回目接種が始まります。２回目接種を完了した日から、
７か月を超える人から接種券を順次送付します（１月12日現在）。最新の情報は、
市コールセンターまたは市ホームページでご確認ください。

●接種ワクチンについて
　本市では２回目接種終了の人が１月11日時点で8万2053人、接種率85.6％で、接
種されたワクチンの割合はファイザー社が90％、武田/モデルナ社が10％です。
　一方、３回目接種用として市に供給されるワクチンの割合は、ファイザー社60％、武
田/モデルナ社40％です（３月までの国からの供給量に基づいています）。１・２回目
接種でファイザー社ワクチンを受けた人が、３回目でファイザー社ワクチンを受けた場合
と、 武田/モデルナ社ワクチンを受けた場合の、いずれにおいても抗体価が十分上昇する
ことが報告されています。
　市では両社のワクチンを活用し、接種を希望する人に対し接種の場を用意していきます。

●接種までの流れ
１接種券が届きます

接種券が印字された予診票と接種可能医療機関の一覧などを、予約可能になった人
から順次発送します。到着までお待ちいただくようお願いします。

２接種場所を決定し予約

　接種ワクチンの種類は接種場所により異なります。詳細は接種券に同封の資料を必ず
ご確認ください。

３当日、接種券が印字された予診票、本人確認書類を持って、
　　肩を出しやすい服装で接種会場へ

問い合わせ
新型コロナワクチンコールセンター
受付時間：平日午前9時～午後5時30分

☎0721‐26‐8135
℻0721-56-5160
※おかけ間違いのないようご注意ください。 市ホームページ

接種場所 予約方法

コールセンター、インターネットで
予約が必要な接種場所

●医療機関
・青山第二病院・滝谷病院・寺元記念病院・澤田病院
・てらもと医療リハビリ病院・南河内おか病院（順不同）

●集団接種会場
旧保健センター（菊水町2-13）

①コールセンターで予約
☎26-8135（平日午前９時～午後５時30分）
②インターネットで予約

※接種券番号を確認して予約してください。

上記以外の接種を実施する医療機関 医療機関へ直接予約をしてください

専用サイト LINE

ワクチン接種時の移動手段の確保や会場周辺の渋滞
対策を目的として、市内のバス・タクシーで利用でき
る共通乗車券（２枚）をワクチン接種券に同封して送
付しています。ワクチン接種の際にご利用ください。
対象　すでに２回接種済みで令和４年度中に65歳に達
する、昭和33年４月１日以前生まれの市民
※利用方法などの詳細は乗車券に記載しています。

　感染リスクが高まる場面として、マスク
を外す瞬間に注意が必要です。引き続き感
染リスクが高い行動を避け、感染拡大防止
にご協力をお願いします。
問保健センター（☎55-0301）

❶飲酒をともなう懇親会など
❷大人数や長時間におよぶ飲食
❸マスクなしでの会話
❹狭い空間での共同生活
❺居場所の切り替わり

感染リスクが高まる５つの場面

※ワクチン接種を受けるにはご本人の同意が必要です。

●接種券の再発行が必要な人は
　他自治体で２回接種したあと河内長野市に転
入した人や、予診のみで「接種券が印字された
予診票」を使用した人など、本紙１月号に記載

した再発行が必要な人は、右記申
請フォームか下記コールセンター
へご連絡ください。

●10代・20代の男性と保護者の人へ
　ファイザー社と武田/モデルナ社の新型コロ
ナワクチン接種後、ごくまれに心筋炎・心膜
炎を発症した事例が報告されています。
　しかし、新型コロナウイルス感染症に感染
した場合にも発症することがあり、感染症に
よる頻度に比べると、ワクチン接種後に心筋
炎・心膜炎になる頻度は低いことがわかって

います。
※10代・20代の男性は、武田/モデルナ社の
ワクチンよりファイザー社のワクチンの方が心
筋炎・心膜炎が疑われた報告の頻度が低い傾向
があります。接種場所によって取り扱うワクチ
ンが異なりますので、事前に市ホームページな
どでご確認の上予約してください。

●65歳以上のワクチン接種支援


